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映像の衷現法による比較一
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1　目

　われわれは、・視覚メデイアによるコミユニケーシヨン

の研究とし七、受け手の体験の有無による伝えの効果の

研究夏）、映像とことばによる比較研究2）3）‘）をおこなつて

的

きた。今回は、映像自体の表現法のちが稜導よる伝達可

能性を比較検討することが目的である。

1．手　　続　　き

1　方

　被験者に「ひも解き」の課題（前回の研究2）3）4〉結果で

もつとも適切であつたもの）を与え、5秒問施行させ

る。これは、被験者に課題を解決しようとする構えをと

らせるためである。なお、制限時間の5秒は、前回実験

の結果、被験者が課題にとりくみ簡単に解決しないこと

に気づく時間で、かつ、成功してしまうもののない時間

である。

　そののち、　「いま、解き方を映画でみせてあげますか

ら、よくみていてください」と教示して、8ミリ映画で

解き方を暗示する。映写後、ふたたび「さあ、やつてく

ださい」とうながす。被験者の線題解決の過程（制限時

間2分）を観察記録する。以上被験者ひとりひとりにつ

いておこなうo

2．課 題

子ども用のゲタの・・ナオに、嚇の輪◎の

頭妙しくぐ馳奪⑳紛にひもの他方
の端を通して結びつける。これを被験藩の前におき、ひ

もの他の端は実験者がもつたまま、「その結び目をとい

てひもから下駄をはずしてください」と教示する。

3．映

、

実験者が持つている。

画

法

らせてはずす。映画はつぎの4種類である。

　1）その動作を正面から撮る。　（約22秒）

　2）動f乍を肩ごしに擬る。　（約22秒）

　3）結び目をつまむところと、輪全体をくぐらそうと

　するところの二個所をストプモーシヨンとする。角

　度は肩ごしで撮つたもの。　（約30秒）これをストツ

　プモーシヨソ（1）とした。

　4）ストツプモーシヨγ（1）とおなじで多少不出来

　なもの。（約45秒）これをストツブモーシ白ン（H）

　とする。

4．観察記　録
　予備実験をもとに、解決過程にあらわれる動作を分析

して、9種類（うち3種類はひもの部分）に認号化し

た。被験者の動作をこれによつて記録していく。その結

果をみれば、洞察的行動と試行的動作の区別がつき、試

行錯誤の回数も判明する。制限時闘内解決者の所要時間

を記入する。

5．被　　験　　者

　わなげの輪に、さきの要領でひもを結びつけたものを

はずすところが撮つてある。実演者は、まず結び目をつ

まんで引張り、ひもを拡げてからその中に輪全体をくぐ

映像別、学年別に被験老を8群に分ける。各群の人数

第1表
肩ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　161
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は㍉東京都区立小学校の等質にわけられた1クラスの総

員である。なお成人は別に映像「肩ごし」だけについて

実験した。　（第1表）

6。実験の日時
実験は1966年4月～5月におこない、各学校の映写室

を使用した。

皿　結

（1）

課題に成功したもの、不成功に終つたものを、映像別

・学年別に分類すると第2表のようになる。第1図は成

功率を図示したものである。なお、解決過程が試行錯誤

のままひもが解けたもの、つまり偶然の解決は不成功と

した。

第2表

第1図
80

成

功　60

率

40

∂

20

果

3　年 6　年
正面璽ご圏γ圏熊面1置ご1う㌣［うト表

　　9　23　13　13　旦5　30　22　26
＋％

（30．0）（54．6）（42．0）（28．9）（50．O）（7皐。2）（64，7）（60，5）

　　2丘　　　聖9　　　　夏8　　　　32　　　15　　　1匪　　　　i2　　　　17

一％
（70・0）（45・4）（58・0）1（7L1）（50・0）（26・8）（35・3）（395）

　　30　　　42　　　　3L　　　　45　　　30　　　4重　　　　34　　　　43

計％
　（100）（100）（100）（100）（100）（夏00）（100）（100）

　3年では、 「肩ごし」、「ストツプモrシヨソ1」、「正

面」、「ストッブモーシヨソH」の順に成功率が高く、6

年では「肩ごし」、「ストツブIJのつぎに「ストラブ

n」がきて「正面」が最後になる。

　この成功率を映像の「伝わりやすさ」の指標として、

その度合を映像別に比較してみたのが表3である。これ

でみると、3年の場合、「肩ごし」は、「正面」より有意

に高く（P＜，05）、さらに「ストツブ∬」よりいっそう

　　％
　　　　．【E　汀す　ス　ス　　　　　　」1三　斥r　ス　 ス

　　　　　　ト　　ト　　　　　　　　　　　ト　　ト
　　　　　リ　　　ツ　　　』7　　　　　　　　　　　　　一　　　ツ　　　ツ

　　　　　　プ　 プ　　　　　　　　　　プ　プ

　　　　面蓄しln　　面iしIH
　　　　　（3年）　　一　．（6年）

高く（P〈．02）なつている。6年でも「肩ごし」は「正

面」より明らかに高くなつている（P〈．02）。・

（2）

っぎに、所要時間（成功したものの平均所要時間）から

映像別のちがいをみると、表4のように、3年では「肩

ごし」が平均24秒台で最短であり、「ストツブ1」と「正

面」は27秒台、「ストツブ亘」は30秒台である。6年で
は、 「ストツプ1」が平均16秒台、「正面」と「肩ごし」

は17秒台、　「ストツブHJは27秒である。

　3年では所要時間は成功率とおなじに1．「肩ごし」、

2．「ストツプ1』、3．「正面」、4．「ストツブ豆」の順に

なつている。6年では、成功率は「正面」がもつとも低

かつたが、所要時間は「ストツブ∬」だけが、他の三種

　　　より10秒も多くかかつている。

　　　　（3）
　　一

動濤

義

5F

∬
邸

嚢 憲

0

第3表

3　年 6　年
成功率高一倒危険率鋤率高一倒危険率

肩ごい正祠Pく・5
膿し：ズト1卜3・＞P＞．2・

肩ごし　ト司Pく，・2

スト1＝正司，5・＞P＞，3・

スト王＝ストH卜3・≧P＞，2・

正面：ストu卜9・＞マ＞。8・

肩ごし：正面I　pく・5

鷹し＝スHl5・＞P＞，3・

胤し；ストnl，3・＞P＞．2・

スト13正　面　，30＞P＞．20

ストI　l久ト∬　　．80＞P＞．70

スト豆：正　面　．50＞P＞．30

　解決できたものについて、解決過程を映像

1別、学年別にみると表5となる。上欄は、は

じめから洞察的に解決したものであり、下欄

は試行錯誤のあと解決にたどりっいたもので

ある。第2図は、成功したもののうち賦行錯

誤のあと解決したものの割合を映像別に比較

したものである。ここでも映像別の特性をみ

ることができる。すなわち、解決する過程に

おいても、3年では、「肩ごし」、「ストツブ

1」、「正面」の順に洞察的解決を可能にし、

「ストツプn」がもつとも劣つている。
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第4表

学　　年 3 年 6　　年 成　　人

映　　像
N－

M「＄D’巧NI苅SD
正 面lgt27、2秒123，94い5い7・7秒125・681 1
蔀両13・il7・312L7113・い7圃21・24
ストツブ1 13i2乳3i26、35122116・4119・3τi 1
：iストツプUll3［3・・4126・78i26126・gl 3・…1

6年では、「ストツブ1」

と「肩ごし」がいれかわ

るが、あとは同じ傾向で

ある。全体でみると、「ス

トツプ∬」のばあいは、

46％のものが一時『試行鎖

誤におちいつている。し

かし他の映像では、それ

は26～28％にすぎない。

第5表

正 薇 肩　　ご　　し ストツブ　1 ストツプ　∬

3年16年1計13年16年1 計 3年16年1 計 3年16剣計

洞　　察
N　　　6 l　l

（％）　　（67）　　　（73）

17 6㌧

（72〉1（7・）

23 39 9 17 26 8 13 ！2

（77）　（74）　（69）　（77〉　（74）　（62）　（50）　（54）

　　　　　N43
7

7τ144 59513亘8試行錯誤
％）（33）（27）（28）（3。）（23）（26）、（31）（23）（26）（39）（5・）（46）

計
N　　　lO

（％）（100）

14 24233053
（100）1（100）（100）（100）（100）

13　　　22
35

13　　　26　　　39

（100）、（100）　（100）　（10D）　（iOO）　（里00）

第2図

試
行

錯40
、誤

人
数

20

％

一一一 －3年
一一一

年

　　　　計

●噌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　h『　馬　鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　『■　一　一　一　一　一

＼　　　　　　　　　　　　　’
　　『、。＿一　　／
　　　　　　　　『●

’

’

’

●

／

’●

第3図
100

80

試

行　60
錯

誤

回

数　40

iE

面

醒

』

し

ス

ト
ツ

プ
エ

ス

ト
ツ

プ
皿

　試行錯誤回数で遜ればこの傾向はさらに明らかにな

る。制限時間内で解決しているものでも、多いものは5

回も試行錯誤の過程を経ている。したがつて、廷回数を

葉計して試行錯誤回数とし、映像別に検討してみた。そ

の結果は第6表、第3図になつている。これでみるとわ

かるように、「ストツプHJは、「正面」とさしてちがわ

ず、むしろ6年では「正面」より高くなつているが、解

20

％

　ロロ　　　り　り
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　　　　　　￥
　　　　　　￥
　　　　　　　￥
　　　　　　　　＼
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一・一
6年

　　　　計

　　　　　正　　　　　麻　　　　　ス　　　　　ス
　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　ト
　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　ツ
　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　ブ　　・　　ブ
　　　　　面　　　　し　　　　 1　　　　旺

決過程でみると「ストツプ∬」の意味の読みとりの困難

であることがはつきりあらわれている。
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第6表

試行錯誤
正 面 肩　ご　し

［計

1 0 2 2 2 2 4
回 2 2 i 3 3 3 6

3 1 塵 2 0 圧 1

数．
4

一 『 一
2 1 3

5
『 一 一 一 『 一

計 3 4 7 717 14

延回数
i 1

ストツプ11ストツブH

3年

2
1
1

16年

　墨

　　量
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i
　計
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　2

9

7 7 且4 18 15 33 7 10 17

5

（％）

N 24 531 131 221
35

3年

3

翠

L

16年1
6
3
2
0
2

5い3
8 128

9
4
3
0
2

18

36

（62）1（1・8）163〉・

1312613gi
延向数一試行錯誤総計

　N一成功者数
（％）一Nを100とした延回数

（4）

　っぎに、課題施行の部分的な動作を検討してみる。ま

ず、最初の動作の正しいもの（結び目をつまむ）につい

てみると　（第7表、第4図）、6年では、ほとんど大部

分のものが映像を正しくよみとつており、「正面」で87

％、他の映像では95％になつている。3年では、　「スト

ッブ1」が95％、「肩ごし」が79％であるが、「ストツブ

∬」71％、「正面」68％となつている。このはじめの部

分は、映像でストツブモーシヨソのところであり、「ス

トッブ1」ではその効果がみられるが、より長い時間提

示のある「ストツプH」では「肩ごし」より成功率が低

くなつている。3年のばあい、ストツプモーシヨソがな

がいことがかえつて閥違いを多くしているといえる。

　被験者によつては、説明の文詠と関係のない実演者の

ちよつとした動作（しぐさ、手つき）にひきづられて、解

決のためにさかんにそのまねをするものがいる。成功、

不成功を含めた全員について、この手つきの模倣をした

人数を映像別にみると、第7衷、第4図それぞれの下欄

　第7表

第4図
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格　　　（％）

20　　　26　　　46

67）　（87）　（77）

33　　　39

79）　（95）

72

87）

29　　　　　32　　　　61　　　　32　　　　41 　　　　73

94〉　（94）　（94）　（71）　（95）・（83）

手つきの模倣
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　　　（％）
2「瓢「憂（1）ql）』，ll）「鋼
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にしめすようになつている。3年と6年では逆の傾向を

しめし、「ストツプ∬」になると6年が2％なのに、3

年セは30％のものが実演者の手つきのまねをしている。

（5）’

学年別、成人との比較

　学年別については、 すでにこれまで結果（1）～（4）でそれ

ぞれにふれてぎたが、成功率によつて学年差の検定をす

るとつぎのようになる。どの映像でも3年より6年の方

がすぐれている。とくに、　「ストツブH」では著しいち

がいがでている。混乱しがちな映像のよみとりに年令的

な差がつよくでているといえよう。

　第8表

一　　　　危険率l　x2

第9表
成功率高 低1危険率巨・
H大＝K罐学狡1 P＜．・・51・8・269

6　年：成
成　　人；3

人．80＞P＞，700．099
年　．20＞P＞．10　2．038

H　　大：6
亘　　大：3

年　．30＞P＞。20　L366
年　　　　　　 P＜．01　　　6，746

6　　年：K看護学校　　　　P《．05　．4，450

3　　年：K蒲護学校　　．50＞P＞．30　　0544

6　年　3

正

年い・＞P＞・・5i3・・5・

面1．2・＞P＞・1・12・5・

肩ごしt」・＞P＞・・513・・5

ス”ブ1い・＞P＞、・51 廼
ス5ブ∬1．・・5＞P＞，・・l　l9・88

差はみられない。成人全体としてみると、成人と学童と

のあいだに有意差はない。所要時間でみても（第4表）

6年で成人とおなじになつている。

（6）男女差。

　学童について、3年と6年をあわせ、4種の映像の合

計で男女のちがいを検討した。その結架はつぎのように

なり、男女差はみられない。

　成人として対象としたものは、H大学生27名・K看護

学校生徒16名である。成人は「肩ごし」の映像で実験を

おこなつた。学童との比較をすると第9衷となる。まず、

成人のそれぞれ二つの群に明らかな差がみられ、H大が

すぐれて）・る。K暦護学校生徒は3年とさしてちがいが

なく、H大は3年とは有意差があるが、6年との有意の

1成功1鰍1計

男！751841159
女17616璽iB7
5計い51い451296

兀2＝2．03

。20＞　P＞，重0

lv　考

　課題として被験者の前においてあるものは、ひもを結

んだゲタであるが、映像が暗示するのは輪のはずし方で

ある。観察の要点はその映像によつて被験者がゲタをは

ずす原理を見ぬぎえたかどうかをしらべることである。

　①表現法のちがう4租類の映像のうち、映像の意味

の伝準がもつとも高いものは晴ごUで顔・≧く
に「正面」とのあいだには有意な差がある。「飛ごし」

と「正面」とは、カメラの位置およびアソグルのちがい

で彦る。．「肩ごし」は、映画の実演者の動作が、被験者

が自分Φ目で動作の手もとをみるのとおなじ角度から撮

映されているものである。したがつて、「正面」の向き

あった動f乍の映像より、　「肩ごし」 の1吠像の方がよりよ

く伝達されるといえる。

　②　ストツブモーシヨソは、3年より6年によく伝わ

るoこれは、6年の場合は、やや冗慢で不出来なストツ

ブモーシヨンHでも、ストツブモーシヨソ1の映像と成

功率はあまり変らないことによつても裏づけられる。ス

察

トツブモーシヨソの伝達可能鵬・受け手の映馳よみ

とる能ヵに左右されるといえようQ

　③　ストツプモーシヨソの映像のよみの能力9あるも

のにとつては、ストツプモーシヨ，ソは、．ストツプモーシ

ヨソのない映像より伝達が適確になる。こ齢嫡、ストツ

プモーシヨソ1．が成功率では2位なのに・成功したもの

の試行錯誤の回数がもつとも少ないことからいえること

．である。

　④ 一般に、ストップモーシヨンが肩ごしより伝達性

が低いのは、被験者にものの部分をっよく．印象づけるた

めに、蜜柄の全体文豚を見失わせるからではな恥かと思

われる。3年ではこの傾向がはつきりし、ストツブモー

シヨγは合格率は低いのに、ストツブモーシヨソの都分

　（最初のつまみ）の正確なものが多く、手つきの模倣も

多ぐなっており（第4図）、映像の部分部分にひきづられ

る臼
とが明らかである。

　⑤年令別にみると、映像の伝達性は3年より6年ゆ
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方がすぐれているが、　「ストツブモーシヨンH」の映像

をのぞいては、それほど大きなひらきはない。映像の伝

達性における成人の優劣のズレは大きく、能力の低いグ

ルーブは小学3年の成績とかわらない。しかし、成人の

すぐれたグループでも、6年との有意差はみられない◇

つまり、全体的にみて成人と学童との間に差はないとい

える。ということは、成人が必ずしも視覚的独象がすす

んでいるといえないことを意味する。映像が単純明快で

あれば、その伝達性は小学3年ですでに成人と同じ水準

に達している。逆にいえば、 成人のあるものは視覚的抽

象において小学3年の域をでないともいえよう。

　⑥　映像の伝達性において男女の差は見られない。

　（本研究は、法政大学教養部中川作一との共同研究で

ある。）
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A　Study　on　Communication　by　the　Media　of　Motion　Pictures

M．Hoshi

　　Xn　this　study，we　are　interested　in　the　communicabi星ity　of　mot正on　pictures　which　are　dif牟reat　in

their　expressions，

　　We　make　the　subjects　try　to　solve　a　puzzle　in5seconds　and　then　look　at　a　motion　picture’

suggestive　of　the　solution　of　the　problem，Our　task　is　to　observe　tbeir　behavior　by　a　kind　of　mot1on

sampling　methQd，

　　Each　o弄the　four　motion　pictures　used（a〉shows　the　fro駐t　v亘ew　of　the　performer，（b）is　taken

frQm　rear　upper・side　of　him，（c）involves　some　cuts　of　stop－motions，and　（d）another　prQlix　f量lm
involving

“stQp・motioロs”．

　　The　subjects　are296school　children　（3rd　year　and　6th　year）　p且us43adults．

　　Our　main　findings　are　as　follows．

1）．Tわe　motion　picture（b）has　been　proVed　tQ　be　highesしin　the　communicability，even　significant星y

　higher　thaロ毛he　motion　picture（a）・

2）　The　motion　pictures　involving‘‘stQp・motions”are　lnore　communicab星e　to　the6th　yピar school

　ch鷺dren　than　to3rd　yea臨

3）　The　reason　why　the　motion　pictures　invo旦ving“stop・motions”are，in　genera1，1ess　communicab旦e

　than　those　taken　from　the　rear　upper　side　seems　to　be　that　the　former　emphasizes　the　parts　ofthe

　required　performance　so　explicitly　that　the　subJects　become　blinded　of　the　who且e　conteズt　of　it．

4）　丁車e　fact　that　there　is　not　any　remarkable　difference　in　the　experimental　results　between　chiidren

a興d3dultssh・wsthatability・fadultst・abstracゆrceptua旺yisn・ta且wayssuperi・rt・that。f

　chiIdren，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thisstudyisoneof，ointworkswith

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mr、S，Nakagawa，班osei　Univ．
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